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広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
紀
要
「
教
育
学
研
究
」
第
二
号　

二
〇
二
一　

六
十
一

－

七
十

北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
（
三
）

― 

高
麗
再
雕
版
・
思
渓
版
以
外
の
底
本
（
２
） ―

佐
々
木　
　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
二
一
年
十
月
五
日
）

〇
、
前
々
稿
・
前
稿
の
概
要

　

本
稿
の
筆
者
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
写
本
を
主
と
す
る
五
〇
四
八
帖
の
「
北
野

経
王
堂
一
切
経
」（
通
称
「
北
野
社
一
切
経
」）
に
つ
い
て
、
前（

１
）々

稿
と
前（

２
）稿

に
お
い
て
、
以

下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

　

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、

１
．
高
麗
再
雕
版
を
底
本
の
中
心
と
す
る
。（
前
々
稿
）

２
． 

室
町
後
期
お
よ
び
江
戸
時
代
の
補
写
経
に
は
、
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
を
底

本
と
し
た
も
の
が
存
す
る
。（
前
稿
）

３
． 

元
禄
十
四
年
頃
の
補
写
経
に
は
、
万
暦
版
（
嘉
興
蔵
／
径
山
蔵
）
を
底
本
と
し
た
巻
も

存
す
る
。（
前
稿
）

　

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
は
、

４
．
宋
版
一
切
経
「
思
渓
版
」
を
底
本
の
中
心
と
す
る
。（
前
々
稿
）

５
．
宋
版
一
切
経
「
開
元
寺
版
」
を
底
本
と
す
る
も
の
も
あ
る
。（
前
々
稿
・
前
稿
）

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
高
麗
再
雕
版
を
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
は
思
渓
版
を

底
本
と
す
る
こ
と
が
北
野
社
一
切
経
書
写
事
業
当
初
の
計
画
で
あ
り
、
和
刻
本
・
万
暦
版
・

開
元
寺
版
は
、高
麗
再
雕
版
お
よ
び
思
渓
版
の
欠
を
補
う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
補
写
は
、

一
行
十
七
字
で
行
な
お
う
と
し
た
。

一
、
本
稿
の
目
的

　

本
稿
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
の
北
野
社
一
切
経
に
お
い
て
、
思
渓
版
・
開
元

寺
版
以
外
の
底
本
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
底
本
の
認
定
法
は
、
前
稿
と
同
じ
で

あ
る
。

　

本
稿
を
も
っ
て
、「
北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
」
と
題
し
た
一
連

の
論
考
は
、
完
結
す
る
。

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
も
、
重
要
文
化
財
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
」
現
蔵
の
大
報
恩
寺

（
千
本
釈
迦
堂
）
は
じ
め
、
比
較
資
料
と
し
た
諸
本
御
所
蔵
の
増
上
寺
・
知
恩
院
・
醍
醐
寺
・

東
寺
・
岩
屋
寺
（
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
）・
瑞
応
寺
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）・
快
友
寺
（
山

口
県
下
関
市
）・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
・
東
京
大
学
図
書
館
・
龍
谷
大
学
図
書
館
の
公
開

画
像
を
活
用
し
た
。
原
本
御
所
蔵
の
各
寺
院
・
所
蔵
機
関
御
当
局
な
ら
び
に
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
・
県
・
市
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

初
め
に
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

二
、�『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
の
北
野
社
一
切
経
に
お
け
る
思
渓

版
・
開
元
寺
版
以
外
の
底
本

１
．
東
禅
寺
版

　

北
野
社
一
切
経
中
に
、
東
禅
寺
版
を
底
本
と
す
る
左
の
一
帖
が
有
る
。
こ
れ
は
、
従
来
、
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指
摘
が
無
い
。

①
505
函
『
金
剛
手
菩
薩
降
伏
一
切
部
多
大
教
王
経
』
巻
上
、「
十
七
字
」・［
室
町
後
］。

　

本
帖
巻
末
に
「
十
一
帋
尾　

程
其
」
を
写
す
。
こ
れ
は
、
東
禅
寺
版
の
巻
末
紙
数
・
刻
工

名
と
一
致
す
る
。
思
渓
版
巻
末
に
紙
数
・
刻
工
名
は
見
ら
れ
ず
、開
元
寺
版
の
そ
れ
は
「
十
一

尾　

鄭
行
」
で
あ
る
。

　

北
野
社
一
切
経
本
帖
に
は
、
思
渓
版
相
当
帖
に
存
す
る
帖
末
音
釈
が
、
無
い
。
底
本
と
し

た
東
禅
寺
版
に
帖
末
音
釈
が
無
い
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
一
巻
は
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
高
山
寺
で
書
写
さ
れ
た
。

２
．
高
麗
再
雕
版

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
の
北
野
社
一
切
経
の
中
に
も
、
高
麗
再
雕
版
を
底
本
と
し

た
巻
が
有
る
。

①
087
衣
函
『
離
垢
施
女
経
』、「
十
四
字
」・
応
永
十
九
年
書
写
。

　

応
永
十
九
年
書
写
奥
書
を
有
す
る
087
衣
函
の
諸
経
中
、『
離
垢
施
女
経
』
の
み
は
、
一
行

十
四
字
で
写
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『
離
垢
施
女
経
』
に
も
、
思
渓
版
の
千
字
文
「
衣
」
が
書
か
れ
、
尾
題
に

続
け
て
帖
末
に
「
邠
耨
〈
上
布
巾
反
下
奴
毒
反
―
―
文
陀
弗
此
云
満
嚴
飾
女
子
也
〉
溥
首
〈
上

音
普
〉
斯
匿
〈
下
尼
力
反
〉」
で
始
ま
る
音
釈
を
持
つ
。
本
経
の
音
釈
は
、
開
元
寺
版
・
東

禅
寺
版
も
、
思
渓
版
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
た
だ
し
、
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
函
別
音
釈
帖
の
音

釈
と
思
渓
版
の
本
経
帖
末
音
釈
と
は
、
注
文
・
行
取
り
に
小
異
が
有
る
。
北
野
社
一
切
経
の

帖
末
音
釈
は
、
思
渓
版
の
そ
れ
に
完
全
に
一
致
す
る
。

　

一
方
、
高
麗
蔵
『
離
垢
施
女
経
』
の
内
題
・
尾
題
下
千
字
文
は
「
服
」（
086
）
で
あ
り
、

帖
末
音
釈
は
無
い
。

　

存
在
し
な
い
帖
末
音
釈
を
書
写
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
北
野
社
一
切
経
『
離

垢
施
女
経
』
は
一
行
十
四
字
で
書
写
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
底
本
は
思
渓
版
で
あ
ろ

う
、
と
推
定
さ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
底
本
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
経
本
文
を
比
較
す
る
し
か
な
い
。

　

そ
こ
で
、
三
本
の
経
本
文
を
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
を
左
に
示
す
。

　

予
想
に
反
し
、
北
野
社
一
切
経
『
離
垢
施
女
経
』
の
本
文
は
、
高
麗
再
雕
版
の
本
文
に
一

致
し
、
思
渓
版
本
文
と
は
異
な
る
。

　

ま
た
、
高
麗
再
雕
版
と
は
、
次
の
一
致
点
も
有
る
。

　

北
野
社
一
切
経
『
離
垢
施
女
経
』
本
文
は
、
一
行
十
四
字
を
基
本
と
す
る
も
の
の
、
中
に
、

一
行
十
五
字
や
十
三
字
で
書
写
さ
れ
た
行
が
存
す
る
。そ
の
十
五
字
ま
た
は
十
三
字
の
行
は
、

高
麗
再
雕
版
で
も
同
じ
く
十
五
字
あ
る
い
は
十
三
字
で
彫
っ
て
あ
る
。
左
に
、
具
体
例
を
記

す
（『
は
、
原
本
の
行
頭
を
示
す
）。

　

12.0092c12:　
『
際
深
妙
故
曰
爲
深
其
女
報
曰
本
際
無
際
（
十
五
字
）

　

12.0092c13:　
『
以
是
之
故
其
二
慧
者
爲
無
有
慧
文
殊
師
（
十
五
字
）

　

12.0093a09:　
『
作
是
言
曰
令
其
城
中
一
切
衆
人
犯
（
十
三
字
）

　

12.0093a15:　
『
報
曰
又
族
姓
子
諸
法
平
等
不
可
以
願
而
（
十
五
字
）

　

12.0093b21:　
『
假
使
有
人
來
見
我
者
悉
得
辯
才
女
又
報
（
十
五
字
）

　

さ
ら
に
、
北
野
社
一
切
経
中
に
は
、12.0093b18:

『
就
者
則
虚
妄
妄
矣
若
不
興
念
則
無
所

作
（
十
五
字
）
の
よ
う
に
、高
麗
再
雕
版
で
十
四
字
行
の
一
字
を
二
度
書
き
、そ
の
衍
字
（
誤

写
）
を
含
め
て
、
十
五
字
と
し
て
高
麗
再
雕
版
の
改
行
位
置
に
合
わ
せ
た
行
も
有
る（

３
）。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
北
野
社
一
切
経
『
離
垢
施
女
経
』
本
文
の
底
本
は
、
思
渓
版
で
は
な
く
、

高
麗
再
雕
版
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
る
。

　

本
帖
の
ご
と
き
書
写
が
な
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、「
北
野
宮
寺
」
が
所
持

し
て
い
た
底
本
思
渓
版
の
『
離
垢
施
女
経
』
本
文
に
大
き
な
欠
損
が
存
し
て
い
た
た
め
、
本

文
の
み
高
麗
再
雕
版
に
依
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。

　

北
野
社
一
切
経
は
、
部
分
的
に
底
本
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
例
で

あ
る
。

②
064
薑
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』、「
十
七
字
」・
応
永
十
九
年
書
写
。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

高
麗
再
雕
版

思
渓
版

12.0089b29:

度
以
聰
慧

（
同
上
）

度
以
聖
慧

12.0089c05:

　

首
咸
菩
薩

（
同
上
）

辯
首
咸
菩
薩

12.0089c06:

念
諸
法
無
蓋
菩
薩

（
同
上
）

念
諸
法
無
著
菩
薩

12.0089c08:

超
欲
無
虚
迹
菩
薩

（
同
上
）

超
欲
無
虚
跡
菩
薩

12.0089c11:

大
目
揵
連

（
同
上
）

天
目
揵
連

12.0089c18:

施
魔
事

（
同
上
）

於
魔
事

12.0089c28:

器
物
瓔
珞

（
同
上
）

器
物
纓
絡
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右
の
事
例
が
存
す
る
な
ら
ば
、
一
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
た
帖
に
も
、
高
麗
再
雕
版
を
写

し
た
も
の
が
混
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
一
行
十
七
字
の
064
薑
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
一
に
つ
い
て
、
諸
本
の
経

本
文
を
比
較
し
て
み
る
。
本
巻
は
、『
大
般
若
経
』
に
続
く
第
六
十
一
函
『
放
光
般
若
波
羅

蜜
経
』
以
降
で
、
北
野
社
一
切
経
に
も
思
渓
版
に
も
帖
末
音
釈
が
無
い
帖
の
最
初
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
を
選
ぶ
。
比
較
結
果
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

以
下
は
、
省
略
に
従
う
。

　

右
の
と
お
り
、
北
野
社
一
切
経
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
一
は
、
一
行
十
七
字
の
書

写
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
行
十
四
字
の
高
麗
再
雕
版
本
文
と
一
致
す
る
。
一
行
十
四

字
の
高
麗
再
雕
版
本
文
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
思
渓
版
と
同
じ
一
行
十
七
字
に
改
め
て
、
書
写

し
て
い
る
。

　

他
に
も
、
こ
の
よ
う
な
帖
が
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
071
羽
『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
六
、「
十
四
字
」・［
江
戸
］。

　

思
渓
版
を
底
本
と
し
て
応
永
十
九
年
に
書
写
さ
れ
た
『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
中
、

巻
第
六
の
み
は
、「
元
禄
十
四
〈
辛
巳
〉
歳
三
月
念
九
日
」
の
書
写
で
あ
り
、
一
行
十
四
字

で
写
さ
れ
、
帖
末
音
釈
も
無
い
。

　

こ
の
巻
第
六
を
高
麗
再
雕
版
と
比
較
す
る
と
、
行
取
り
を
含
め
、
本
文
は
完
全
に
一
致
し

た
。

　

た
だ
し
、北
野
社
一
切
経
は
、高
麗
再
雕
版
の
巻
首
千
字
文
「
潜
」
を
思
渓
版
と
同
じ
「
羽
」

に
改
め
、
高
麗
再
雕
版
に
は
存
し
な
い
尾
題
下
の
千
字
文
「
羽
」
を
補
っ
て
い
る
。

　

こ
の
千
字
文
の
改
変
か
ら
、
北
野
社
一
切
経
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
で
は
、

あ
く
ま
で
も
思
渓
版
の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
高
麗
再
雕
版
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
姿
勢
は
、
本
巻
の
ご
と
き
江
戸
時
代
の
補
写
経
に
至
っ
て
も
、
変
わ
っ
て
い
な
い

（
前
稿
、
参
照
）。

④
512
纓
『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻
第
一
・
七
、「
十
五
字
」・［
江
戸
］。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

高
麗
版

思
渓
版

開
元
寺
版

08.0217a15:

無
相
無
作

（
同
上
）

無
相
無
得

無
相
無
得

08.0217a19:

顏
色
和
悦

（
同
上
）

顏
色
和
悦

願
色
和
悦

08.0217b02:

大
意
菩
薩

（
同
上
）

天
意
菩
薩

天
意
菩
薩

08.0217b04:

不
缺
意
菩
薩

（
同
上
）

不
缺
意
菩
薩

（
ナ
シ
）

08.0217b11:

擧
身
微
笑

（
同
上
）

擧
體
微
笑

（
同
上
）

　
『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻
第
一
・
七
と
も
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）「
征
夷
大
将
軍
源
綱
吉

公
御
修
復
」
の
奥
書
を
持
つ
。

　
『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻
第
一
に
は
、「
秘
蔵
詮
巻
第
一　

第
二
張　

車
」「
秘
蔵
詮
巻
第
一　

第
三
張　

車
」
な
ど
と
、
高
麗
再
雕
版
の
柱
刻
・
千
字
文
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
高
麗
再
雕

版
を
底
本
と
す
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
（
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
は
、『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻

第
一
を
531
伊
函
に
入
れ
る
）。

　

巻
頭
の
千
字
文
も
、
高
麗
再
雕
版
の
「
車
」
を
写
し
、
後
に
、
思
渓
版
の
「
纓
」
に
訂
し

て
い
る
。
行
取
り
も
、
高
麗
再
雕
版
と
一
致
し
、
思
渓
版
と
は
異
な
る
。

　

巻
第
七
も
、
本
文
・
行
取
り
と
も
高
麗
再
雕
版
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
麗
再
雕

版
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

４
）。

　

以
上
、
応
永
十
九
年
以
来
元
禄
に
至
る
ま
で
、
主
た
る
底
本
・
思
渓
版
を
補
う
場
合
に
、

思
渓
版
の
千
字
文
に
変
更
し
て
高
麗
再
雕
版
が
用
い
ら
れ
た
具
体
例
を
挙
げ
た
。そ
の
場
合
、

高
麗
再
雕
版
本
文
を
思
渓
版
と
同
じ
十
七
字
に
変
更
し
て
書
写
し
た
経
（
②
064
薑
『
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
経
』）
が
存
す
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。

３
．
万
暦
版
（
嘉
興
蔵
／
径
山
蔵
）

　

臼
井
（
一
九
五
九
）
は
、
明
和
元
年
・
二
年
（
一
七
六
四
・
五
）
の
補
写
に
明
本
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
明
本
は
、「
大
般
若
経
巻
四
百
九
十
六
以
下
に
刊
記
を

写
し
て
い
る
天
啓
年
間
の
板
本
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
推
定
し
た
。
大
般
若
経
巻
第

四
百
九
十
六
以
下
の
「
天
啓
年
間
の
板
本
」
は
、
万
暦
版
で
あ
る
（
前
稿
、
参
照
）。

　

臼
井
（
一
九
五
九
）
の
推
定
の
と
お
り
、
明
和
以
降
の
補
写
経
の
大
部
分
は
、
万
暦
版
を

底
本
と
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。

①
064
薑
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
一
〜
十
。「
十
七
字
」・［
室
町
・
江
戸
］。

　
『
目
録
』
は
、
巻
第
一
・
六
［
室
町
］、
巻
第
二
［
室
町
、
尾
一
紙
江
戸
］、
巻
第
三
・
四
［
室

町
、
首
尾
江
戸
］、
巻
第
五
・
七
・
八
・
十
［
江
戸
］、
巻
第
九
［
室
町
、
首
江
戸
］
と
判
断
し

て
い
る
。
巻
第
一
・
第
九
に
は
、
応
永
十
九
年
の
書
写
奥
書
が
有
る
。

　

原
本
を
閲
覧
し
、『
目
録
』
の
書
写
時
判
断
は
正
し
い
と
思
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
巻
第
六

の
第
十
六
紙
ま
で
は
江
戸
の
補
写
で
あ
る
。

　

巻
第
一
の
本
文
が
、
一
行
の
字
数
を
変
更
し
て
高
麗
版
を
写
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。

　

巻
第
二
は
、
音
釈
を
含
め
、
尾
二
紙
が
江
戸
時
代
の
補
写
で
あ
る
。
こ
の
尾
二
紙
の
経
本

文
は
、
万
暦
版
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
室
町
時
代
の
書
写
部
分
と
同
じ
く
、
一
行

十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
二
の
音
釈
も
、
万
暦
版
の
音
釈
と
一
致
す
る
。
本

巻
第
二
は
、
思
渓
版
・
磧
砂
版
に
は
音
釈
が
無
く
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
普
寧
寺
版
と

は
音
釈
の
内
容
が
異
な
る（

５
）。

　

巻
第
三
は
、
末
尾
二
紙
が
江
戸
時
代
の
補
写
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
万
暦
版
の
釈
音
が
写

さ
れ
て
い
る
。

　

巻
第
四
・
第
六
は
、
尾
欠
で
あ
り
、
音
釈
に
よ
る
底
本
判
定
が
で
き
な
い
。

　

巻
第
五
は
、
第
九
紙
の
途
中
ま
で
一
行
十
六
字
で
写
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
末
尾
ま
で
一

行
十
七
字
と
な
る
。
こ
の
巻
第
五
本
文
を
、
底
本
不
明
巻
の
代
表
と
し
て
、
本
文
を
諸
本
と

比
較
し
た
結
果
を
後
に
記
す
。

　

巻
第
七
は
、江
戸
時
代
の
補
写
に
な
る
。
終
始
一
行
十
七
字
で
写
す
。
帖
末
音
釈
は
無
い
。

　

巻
第
八
末
に
は
、
一
字
下
げ
の
「
校
譌
」
に
、「
第
十
一
紙
〈
十
七
行
以
下
有
八
箇
不
滅

南
蔵
智
論
皆
作
不
二
〉」
と
有
る
。
北
野
社
一
切
経
本
の
第
十
一
紙
十
七
行
目
に
、「
不
滅
」

の
語
は
無
い
。
こ
れ
は
、底
本
と
し
た
万
暦
版
の
校
譌
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

巻
第
九
は
、
応
永
十
九
年
の
書
写
帖
で
あ
る
。
そ
の
巻
末
に
貼
り
継
が
れ
た
江
戸
時
代
の

別
紙
に
、
万
暦
版
の
釈
音
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
第
十
は
、
江
戸
時
代
に
万
暦
版
を
書
写
し
た
帖
で
あ
る
。
巻
末
に
、
万
暦
版
の
音
釈
も

写
す
。

　

最
後
に
、
江
戸
時
代
補
写
の
底
本
が
思
渓
版
で
は
な
く
、
万
暦
版
で
あ
る
こ
と
を
、
本
文

の
比
較
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
す
。
参
考
と
し
て
、
開
元
寺
版
の
本
文
も
記
す（

６
）。

　

完
存
す
る
江
戸
時
代
書
写
巻
の
う
ち
、
万
暦
版
の
釈
音
が
書
写
さ
れ
て
い
な
い
、
巻
第
五

の
経
本
文
を
比
較
し
て
み
る
。

　

以
下
同
様
で
あ
る
。

　

右
の
結
果
か
ら
、
北
野
社
一
切
経
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
五
が
、
万
暦
版
を
底
本

と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

７
）。

底
本
不
明
の
巻
第
四
・
六
・
七
も
、
前
後
の
巻
と
同
じ
く
、
万
暦

版
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
388
逸『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』巻
第
一
六
一
〜
一
七
〇
。「
十
七
字
」・［
室
町
後
・
江
戸
］。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

万
暦
版

思
渓
版

開
元
寺
版

08.0247c19:

光
明
徧
照

（
同
上
）

光
明
遍
照

光
明
遍
照

08.0247c25:

瑠
璃

（
同
上
）

琉
璃

琉
璃

08.0248b02:

　

令
行

（
同
上
）

（
同
上
）

教
令
行

08.0248b08:

云
何
菩
薩

（
同
上
）

　

菩
薩

　

菩
薩

　
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
一
六
一
〜
一
七
〇
は
、
万
暦
版
の
校
譌
・
音
釋
を
写
し

て
い
る（

８
）。

　
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』巻
第
一
七
〇
の
巻
末
に
は
、「
浮
渡
居
士
呉
用
先
施
貲
刻
此（
略
）

萬
暦
丙
辰
歳
秋
七
月
径
山
化
城
識
」
の
万
暦
版
捨
銭
刊
記
と
元
禄
十
四
年
の
寄
進
書
写
奥
書

が
記
さ
れ
て
お
り
、『
大
日
本
史
料
』『
目
録
』
に
つ
と
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

③
148
髮
『
入
楞
伽
經
』
巻
第
五
。「
十
七
字
」・［
室
町
］。

　
『
大
日
本
史
料
』
と
『
目
録
』
に
、「
呉
江
居
士
沈
瓚
施
貲
刻
此
」
以
下
の
万
暦
版
捨
銭
刊

記
の
補
写
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
大
報
恩
寺
蔵
原
本
で
確
認
し
た
。
原
本

の
応
永
書
写
本
は
尾
題
で
切
れ
て
お
り
、
万
暦
版
の
釈
音
と
続
く
捨
銭
刊
記
と
を
江
戸
時
代

に
補
写
し
、
別
紙
を
張
り
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

④
458
階
『
一
切
経
音
義
』
巻
第
一
〜
四
。「
十
七
字
」・［
江
戸
］。

　

大
報
恩
寺
蔵
一
切
経
の
階
函
に
収
め
ら
れ
た
玄
応
『
一
切
經
音
義
』
巻
第
一
〜
四
は
、
元

禄
の
補
写
で
あ
る（

９
）。

　

巻
第
三
・
第
四
の
巻
末
に
、
写
さ
れ
て
い
る
万
暦
版
刊
記
を
左
に
翻
刻
す
る

）
（1
（

。

［
巻 

第
三
］
浙
江
嘉
興
府
楞
嚴
寺
般
若
堂
庚
子
年
餘
貲
刻
此
／
一
切
經
音
義
第
三
巻
計

九
千
一
百
八
十
七
／
順
治
十
七
年
八
月　

日
径
山
比
丘
徹
微
印
開
識

［
巻 

第
四
］
浙
江
嘉
興
府
楞
嚴
寺
般
若
堂
庚
子
年
餘
貲
刻
此
一
切
經
音
義
第
四
巻
計

七
千
八
百
十
七
／
該
銀
四
両
五
錢
七
厘
／
順
治
十
七
年
八
月　

日
經［

マ
マ
］山

比
丘
徹
微
印
開

識
⑤
117
臣
『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
』、「
十
七
〜
二
十
字
」・［
江

戸
］。

　

こ
の
経
に
は
、『
大
日
本
史
料
』『
目
録
』
に
引
用
さ
れ
る
、
心
海
・
龍
海
・
宗
海
が
記
し

た
「
普
賢
行
願
品
一
巻
闕
脱
之
、
考
鮮
本
蔵
（
略
）
又
現
流
明
本
者
存
四
十
巻
本
（
略
）
更

期
他
日
得
宋
蔵
經
本
検
校
之
而
巳
」
の
明
和
二
年
奥
書
が
有
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、明
本
を
参
観
し
た
こ
と
と
、明
和
二
年
の
時
点
で
も
、最
終
的
に
は
「
宋

蔵
經
」
に
よ
っ
て
本
文
を
確
定
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
が
、
知
ら
れ
る
。

⑥
379
廉
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
七
十
一
〜
三
、七
十
五
〜
八
十
、「
二
十
字
」・［
江

戸
］。

　
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
思
渓
版
は
、
一
行
十
七
字
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
北
野
社
一
切
経
は
、
一
行
二
十
字
で
写
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
第
七
十
五
・
七
十
六
・
七
十
七
〜
八
十
は
、
い
ず
れ
も
明
和
の
写
本
で
あ
り
、「
○
○
切
」

形
式
の
「
釈
音
」
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
巻
第
七
十
八
に
は
、「
第
十
六
紙
二
十
行
〈
観
二
界
若
〉
南
蔵
〈
作
苦
〉
第

十
七
紙
十
四
行
〈
若
〉
南
蔵
〈
作
苦
〉
第
十
八
紙
一
行
〈
観
此
若
南
蔵
作
苦
〉」
の
「
校
譌
」

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
校
譌
・
音
釈
は
、
万
暦
版
と
全
同
で
あ
る
。

⑦
069
鱗
『
道
行
般
若
波
羅
蜜
經
』
巻
第
四
、「
十
七
字
」・［
江
戸
］。

　

帖
末
に
、「
第
六
紙
二
行
〈
如
色
甚
深
不
住
下
南
有
如
是
色
甚
深
不
住
一
句
〉
第
十
五
紙

二
行
〈
更
南
作
便
〉」
と
「
南
」（
蔵
）
と
の
対
校
結
果
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
巻
末
に
も
、
一

字
落
と
し
て
、「
○
○
切
」
の
釈
音
が
存
す
る
。
当
該
帖
が
江
戸
の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、

本
稿
の
筆
者
も
、
原
本
で
確
認
し
た
。
同
巻
第
七
に
も
、
同
様
の
釈
音
が
有
る
。

　

右
に
例
示
し
た
①
〜
⑦
以
外
に
も
、
現
存
の
北
野
社
一
切
経
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
補
写

経
に
は
、
萬
暦
版
を
書
写
し
た
も
の
が
比
較
的
多
い
。
右
以
外
の
挙
例
は
、
省
略
に
従
う

）
（（
（

。

４
．
鉄
眼
版
（
黄
檗
版
）

　

156
養
函
収
納
経
は
、
江
戸
時
代
の
補
写
経
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
の
は
、『
仏
説
無
所
希
望
經
』、『
如
來
莊
嚴
智
慧
光
明
入
一
切
佛
境
界
經
』
巻
上
、

同
巻
下
、『
無
量
壽
佛
贊
・
觀
無
量
壽
佛
經
・
後
出
阿
彌
陀
佛
偈
』、『
大
莊
嚴
法
門
經
』
巻

上
の
五
帖
で
あ
る
。

　

本
函
諸
経
巻
末
に
は
、
校
訛
・
音
釈
を
書
写
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
万
暦
版
お
よ
び
鉄
眼
版

と
同
一
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
觀
無
量
壽
佛
經
』
末
に
は
、
校
訛
・
音
釈
に
続
け
て
、
段
を
落
と
し
て
、「
攝

州
大
坂
濱
田
氏
春
良
同
氏
由
春　

同
氏
利
湛
／
各
捐
貲
其
助
刻
此
經　
　

沙
門
鐵
眼
募
刻
」、

と
鉄
眼
版
刊
記
が
写
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
経
は
、
鉄
眼
版
を
写
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
本
函
他
経
も
鉄
眼
版
を
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
、
と
推
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、『
觀
無
量
壽
佛
經
』
以
外
の
本
函
北
野
社
一
切
経
は
、
鉄
眼
版
が
祖
本
と
し
た

万
暦
版
を
写
し
た
可
能
性
も
残
る
。

　

そ
こ
で
、
北
野
社
一
切
経
・
鉄
眼
版
・
万
暦
版
の
本
文
を
比
較
し
て
み
た
。

　
『
仏
説
無
所
希
望
経
』
の
「
想
施
奉
禁
戒
」（
大
正
蔵
所
在: 17.0779c08

）
の
「
奉
」
字

下
部
を
北
野
社
一
切
経
は
、「
丰
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
鉄
眼
版
に
一
致
す
る
。『
仏
説
無
所

希
望
経
』
に
、「
奉
」
は
十
四
回
使
用
さ
れ
、
そ
の
中
、
鉄
眼
版
は
、「
想
施
奉
禁
戒
」
の
箇

所
の
み
下
部
を
「
丰
」
に
作
る
。
北
野
社
一
切
経
も
こ
の
箇
所
の
み
「
丰
」
で
書
く
。
こ
の

よ
う
な
一
致
は
、
偶
然
で
は
起
き
な
い

）
（1
（

。

　

一
方
、
万
暦
版
は
、『
仏
説
無
所
希
望
経
』
中
の
十
四
回
す
べ
て
を
「
奉
」
と
す
る
。

　

右
か
ら
、
北
野
社
一
切
経
が
、
本
函
経
典
の
底
本
を
鉄
眼
版
に
求
め
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
が
判
明
し
、
具
体
的
な
書
写
場
面
を
想
像
す
る
と
、
鉄
眼
版
を
底
本
と
し
て
、

156
養
函
現
存
経
諸
本
を
書
写
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
養
函
諸
経
を

書
写
す
る
た
め
に
は
、『
仏
説
無
所
希
望
経
』
を
鉄
眼
版
の
162
慕
冊
か
ら
、『
如
來
莊
嚴
智
慧

光
明
入
一
切
佛
境
界
經
』
巻
上
・
同
巻
下
は
165
男
冊
か
ら
、『
無
量
壽
佛
贊
・
觀
無
量
壽
佛
經
・

後
出
阿
彌
陀
佛
偈
』
は
163
貞
冊
か
ら
、『
大
莊
嚴
法
門
經
』
巻
上
は
159
毀
冊
か
ら
選
び
出
し
て
、

揃
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、『
大
莊
嚴
法
門
經
』
巻
上
は
、
鉄
眼
版
一
行
二
十
字
の
も

の
を
、
一
行
十
七
字
に
改
め
て
書
写
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
江
戸
時
代
の
補
写
に
お
い
て
も
、
応
永
発
願
時
の
、
思
渓
版
に
基
づ

く
一
切
経
構
成
と
思
渓
版
の
書
式
と
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

５
．
一
行
十
五
字
の
底
本

　

前
々
稿
で
、
一
行
十
五
字
の
思
渓
版
の
ま
ま
に
写
さ
れ
た
左
の
諸
巻
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
　

 

111
平
・
112
章
・
117
臣
『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
』
巻
第
十
一
〜
十
八
・
二
十
二
〜

二
十
六
・
二
十
八
〜
三
十
・
七
十
二
・
七
十
六
。
156
養『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
経
』。
342
奉『
根

本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
尼
陀
那
頌
』、
同
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事
攝
頌
』、
同

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
頌
』
巻
上
・
中
・
下
。
512
纓
『
御
製
佛
賦 

巻
上
下
・
御
製

詮
源
歌
』、『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻
第
三
〜
六
・
九
・
十
。

　

北
野
社
一
切
経
に
は
、
右
以
外
に
、
応
永
の
書
写
経
で
あ
り
な
が
ら
、
一
行
十
五
字
の
も

の
が
有
る
。

○
187
可
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
巻
上
下
一
帖
、「
十
五
字
」・［
室
町
］。

　
『
目
録
』
で
は
、
北
野
社
一
切
経
が
一
帖
で
書
写
す
る
巻
上
・
巻
下
を
区
別
せ
ず
、「
十
五

字
」
と
す
る
。

　

し
か
し
、
一
行
十
五
字
で
写
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
上
で
あ
り
、
巻
下
は
、
一
行
十
七
字
で

書
写
す
る
。
こ
の
巻
下
が
開
元
寺
版
本
文
を
写
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
稿
に
記
し
た
。

　

北
野
社
一
切
経
の
本
経
上
巻
・
下
巻
は
、
同
筆
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
上
本
文
は
、
開
元

寺
版
本
文
と
一
致
し
な
い
。

　

で
は
、
北
野
社
一
切
経
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
の
巻
上
本
文
は
、
何
を
写
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
宋
元
版
の
調
巻
を
確
認
す
る
。

　

東
禅
寺
版
は
、
本
経
を
上
巻
・
下
巻
に
分
け
ず
、
二
十
一
紙
一
巻
と
す
る
。
思
渓
版
・
磧

砂
版
・
普
寧
寺
版
お
よ
び
高
麗
版
も
、
上
下
巻
に
分
け
な
い
。

　

開
元
寺
版
は
、
本
経
を
上
巻
・
下
巻
別
帖
と
し
、
上
巻
十
三
紙
・
下
巻
十
一
紙
の
二
帖
に
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調
巻
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
北
野
社
一
切
経
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
の
よ
う
に
、
巻
上
・
下
に

分
け
て
、
そ
れ
を
一
帖
に
仕
立
て
た
一
切
経
は
、
宋
元
版
お
よ
び
高
麗
版
に
は
存
在
し
な
い

）
（1
（

。

　

そ
れ
で
あ
っ
て
も
、
本
文
は
、
宋
元
版
・
高
麗
版
を
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
北
野
社
一
切
経
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
本
文
と
諸
版
本
一
切
経
の
本

文
と
を
比
較
し
て
み
た
。

　

そ
の
比
較
結
果
の
一
部
を
左
に
示
す
。

　

北
野
社
一
切
経
本
文
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
・
磧
砂
版
・
普
寧
寺
版
お
よ

び
高
麗
版
の
い
ず
れ
と
も
合
わ
な
い
。
同
様
の
比
較
を
、
高
麗
版
と
も
行
っ
た
。
し
か
し
、

一
致
し
な
い
。

　

普
寧
寺
版
は
、
右
の
比
較
諸
本
の
中
で
は
、
北
野
社
一
切
経
本
文
に
も
っ
と
も
近
い
も
の

の
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。

　

残
る
刊
本
一
切
経
は
、
明
初
の
洪
武
南
蔵
（
一
四
〇
一
年
に
正
蔵
部
開
板
完
了

）
（1
（

）
し
か
な

い
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
存
唯
一
の
洪
武
南
蔵
で
あ
る
四
川
省
図
書
館
蔵
本
は
、『
洪
武
南
蔵
』

（
一
九
九
九
年
、
四
川
省
佛
教
協
會
）
の
影
印
で
は
、『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
を
欠

く
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
、
洪
武
南
蔵
の
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
を
閲
覧

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経
思
渓
版
・
東
禅

寺
版
・
磧
砂
版

開
元
寺
版

普
寧
寺
版

17.0913c28:

則
無
有
心

即
無
有
心

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0914a16:

由
堅
執
持

猶
堅
執
持

（
同
上
）

（
同
上
）

17.0914b04:

覺
則
無
漸
次

覺
即
無
漸
次

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0914b21:

宴
坐
靜
室

宴
坐
淨
室

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0914b21:

恒
作
是
念

常
作
是
念

（
同
上
）

（
同
上
）

17.0915a18:

阿
僧
祇
不
可
説
不
可
説
阿
僧
祇
（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0915a19:

猶
如
空
花

由
如
空
花

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0915b14:

開
發
蒙
昧

開
發
曚
昧

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0915c05:

猶
迴
轉
火

由
迴
轉
火

（
同
上
）

（
同
上
）

17.0916c04:

是
則
名
爲

是
即
名
爲

（
同
上
）

（
北
野
社
経
に
同
じ
）

17.0917a22:

猶
住
見
覺

由
住
見
覺

（
同
上
）

（
同
上
）

17.0917b25:

供
養
恒
沙
佛

供
養
河
沙
佛

（
北
野
社
経
に
同
じ
）（
北
野
社
経
に
同
じ
）

す
る
手
立
て
が
無
い
。

　

そ
の
た
め
、「
洪
武
南
蔵
の
板
木
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
し
、
そ
の
千
字
文
な
ど
を
埋
め
木

の
方
法
に
よ
っ
て
書
き
換
え
て
い
た

）
（1
（

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
永
楽
南
蔵
の
『
大
方
廣
圓
覺
修

多
羅
了
義
経
』
を
調
査
し
た

）
（1
（

。

　

本
文
を
対
照
す
る
と
、
北
野
社
一
切
経
の
本
文
は
、
永
楽
南
蔵
本
と
も
小
異
が
有
る

）
（1
（

。
初

め
の
二
例
の
み
挙
げ
る
。

　

以
下
は
、
省
略
す
る
。

　

よ
っ
て
、
北
野
社
一
切
経
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
巻
上
の
応
永
書
写
部
分
は
、

刊
本
一
切
経
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
単
刊
の
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義

経
』
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
単
刊
本
は
、
一
行
十
五
字
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

応
永
以
前
の
一
行
十
五
字
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
刊
本
と
し
て
、
嘉
吉
元
年
版

が
有
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
に
、
巻
下
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

）
（1
（

。
残
念
な
こ
と

に
、
巻
上
は
残
存
せ
ず
、
北
野
社
一
切
経
と
本
文
の
比
較
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

巻
下
本
文
に
は
、「
右
繞
」「
徧
十
」「
則
」「
猶
如
」「
恒
沙
」
の
諸
字
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

北
野
社
一
切
経
本
経
上
巻
の
用
字
に
等
し
い

）
（1
（

。

　

北
野
社
一
切
経
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
上
巻
は
、
底
本
と
し
た
思
渓
版
対
応
部

分
に
欠
損
が
あ
り
、
嘉
吉
元
年
版
の
如
き
一
行
十
五
字
の
単
刊
本
を
も
っ
て
補
っ
た
も
の
、

と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
て
補
写
し
た
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
を
、
思
渓
版
と
同
じ
く
、
一
帖
に

仕
立
て
て
い
る
。

三
、
結
び

　
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
」
と
題
す
る
本
稿
の
目
的
を
、「
北
野

経
王
堂
一
切
経
」
応
永
十
九
年
書
写
分
の
底
本
を
よ
り
正
確
に
確
定
す
る
こ
と
に
定
め
、
検

討
結
果
を
三
回
に
分
け
て
述
べ
て
き
た
。

　

本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
三
回
の
検
討
結
果
を
総
括
す
る
。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

永
楽
南
蔵

17.0915b26:

修
覺
菩
薩

修
學
菩
薩

17.0915c05:

猶
迴
轉
火

由
迴
轉
火
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応
永
十
九
年
書
写
の
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
」
は
、

１
．『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
高
麗
再
雕
版
を
底
本
の
中
心
と
す
る
。

２
．『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
は
、宋
版
一
切
経
「
思
渓
版
」
を
底
本
の
中
心
と
す
る
。

３
． 『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
の
経
典
に
お
い
て
、
開
元
寺
版
ま
た
は
高
麗
再
雕
版
で

補
っ
た
も
の
が
有
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
部
分
的
な
利
用
に
留
ま
る
。

　

室
町
後
期
お
よ
び
江
戸
時
代
の
補
写
経
に
は
、

４
．
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
を
底
本
と
し
た
も
の
が
存
す
る
。

５
．
高
麗
再
雕
版
・
万
暦
版
・
鉄
眼
版
を
底
本
と
し
た
も
の
も
存
す
る
。

６
．
単
刊
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
を
底
本
と
し
た
可
能
性
も
有
る
。

　

な
お
、
本
稿
全
体
の
検
討
を
通
し
て
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
高
麗
再
雕
版
を
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
は
思
渓
版
を

底
本
と
す
る
こ
と
が
北
野
社
一
切
経
書
写
事
業
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
。
開
元
寺
版
・
和
刻

本
・
万
暦
版
等
に
よ
る
室
町
後
期
以
降
の
補
写
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
高

麗
再
雕
版
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
に
お
け
る
思
渓
版
の
欠
を
補
う
も
の
で
し
か
な

か
っ
た
。
応
永
十
九
年
に
お
け
る
一
切
経
書
写
の
構
想
は
、
江
戸
時
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て

い
た
。

注（
１
）
佐
々
木 

勇
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
（
一
） 
―
主
た
る
底

本
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二
部 

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」

第
68
号
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
）。

（
２
）佐
々
木 

勇「
北
野
経
王
堂
一
切
経（
北
野
社
一
切
経
）の
底
本（
二
） 

―
高
麗
再
雕
版
・

思
渓
版
以
外
の
底
本　

１
―
」（「
広
島
大
学
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
紀

要 

教
育
学
研
究
」
第
一
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）。

（
３
）
北
野
社
一
切
経
に
は
、
高
麗
版12.0092c03:

『
義
要
義
無
心
無
心
無
處
非
是
學
者
所

可
（
十
五
字
）
を
十
四
字
目
ま
で
写
し
、
十
五
字
目
「
可
」
を
段
落
末
で
十
字
し
か
な
い

次
行
の
頭
に
書
写
し
た
例
も
有
る（『
義
要
義
無
心
無
心
無
處
非
是
學
者
所（
十
四
字
）『
可

言
誼
唯
如
法
王
及
度
无
極
（
十
一
字
））。
な
お
、
北
野
社
一
切
経
が
高
麗
版
の
字
体
を
変

更
す
る
、
高
麗
版
の
欠
筆
「
弘
［
欠
筆
］」
を
採
用
し
な
い
等
の
相
違
は
、
見
ら
れ
る
。

（
４
）『
御
製
秘
蔵
詮
』
巻
第
六
も
、
高
麗
再
雕
版
の
千
字
文
「
車
」
を
写
し
て
い
る
。

（
５
）
本
経
他
巻
の
音
釈
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
万
暦
版
を
覆
刻
し
た
黄
檗
版
の
音
釈

と
も
全
同
で
あ
る
。

（
６
）
高
麗
版
は
、
分
函
の
千
字
文
・
訳
者
表
記
（
北
野
社
一
切
経
「
姚
秦
三
藏
法
師
鳩
摩

羅
什
共
僧
叡
譯
」
―
高
麗
蔵
「
後
秦
龜
茲
國
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯
」）
か
ら
異
な
る
た
め
、

比
較
結
果
の
例
示
を
省
略
す
る
。

（
７
）
な
お
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
も
、
北
野
社
一
切
経
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、
思

渓
版
・
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
と
は
異
な
る
。

　

◯ 

北
野
社
一
切
経
の
巻
第
一
〜
第
九
は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
奉
鉢
品
第
二
」
等
の
品

名
を
改
行
し
て
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
磧
砂
版
・
普
寧
寺
版
・
万
暦
版
と
同
じ

で
あ
る
。

　
　

 

し
か
し
、
思
渓
版
・
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
と
も
、
品
名
を
、
一
字
空
白
で
本
行
に
追

い
込
む
。

　

◯ 

巻
第
八
の
巻
首
（
大
正
蔵
で
は
巻
第
七
の
途
中
（08.0268a03

））
は
、大
正
蔵
脚
注
「
卷

第
八
十
無
品
第
二
十
五
首
〈
宋
〉〈
元
〉、
卷
第
八
十
無
品
第
二
十
五
之
餘
首
〈
明
〉」

と
あ
る
と
お
り
、
宋
元
版
と
明
版
と
で
題
目
が
異
な
る
。
北
野
社
一
切
経
は
、
万
暦
版

と
同
じ
く
、「
十
無
品
第
二
十
五
之
餘
」
と
し
て
、
巻
第
八
を
開
始
す
る
（
た
だ
し
、

大
正
蔵
の
「
明
本
」
は
、
黄
檗
版
大
蔵
経
（
鉄
眼
版
一
切
経
）
で
代
用
し
て
い
る
。
快

友
寺
蔵
永
楽
南
蔵
で
は
、「
十
無
品
第
二
十
五
下
」
で
あ
る
）。

（
８
）
た
だ
し
、
江
戸
時
代
補
写
の
巻
第
一
六
七
・
一
六
九
に
音
釈
は
無
い
。

（
９
）
巻
第
五
は
、
明
和
の
補
写
に
な
る
。

（
10
）『
大
日
本
史
料
』
四
六
九
頁
に
巻
第
四
の
捨
銭
刊
記
は
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

巻
第
三
の
も
の
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
505
高
『
金
剛
香
菩
薩
大
明
成
就
儀
軌
経
』
巻
上
「
明
和
二
年
乙
酉
六
月
以
明
本
奉
書

写
納
蔵
了
（
以
下
略
）」
巻
上
末
に
は
、「
第
十
葉
中
前
側
七
行
中
所
字
當
作
於
字
」
の
万

暦
版
巻
末
注
を
写
す
。
同
巻
中
・
巻
下
「
明
和
二
乙
酉
六
月
以
明
本
書
写
之
奉
納
（
以
下

略
）」、
巻
末
お
よ
び
同
函
『
佛
母
寶
徳
藏
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
下
末
に
は
、「
○
○
切
」

形
式
・
一
字
下
げ
の
万
暦
版
釈
音
を
書
写
す
る
。
197
詩
『
大
毘
盧
舎
那
神
変
加
持
経
』
巻

第
一
［
朱
］「
以
明
本
遂
一
校
了　

文
化
十
三
年
猛
秋
吉
旦
（
以
下
略
）」、
同
『
蘇
婆
呼

童
子
経
』
巻
上
［
朱
］「
以
明
本
遂
校
合
訖　

文
化
丙
子
秋
七
月
念
九
日
（
以
下
略
）」
も

有
る
。

　
　

そ
の
他
、『
大
毘
盧
舎
那
神
変
加
持
経
』
巻
第
三
・
四
・
六
・
七
、『
蘇
婆
呼
童
子
経
』
巻
中
・

下
、
な
ど
に
「
以
明
本
」
の
校
合
奥
書
が
見
ら
れ
る
。

（
12
）
こ
の
よ
う
な
例
は
、
簡
単
に
は
見
出
せ
な
い
。『
大
莊
嚴
法
門
經
』
巻
上
も
、
北
野
社
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一
切
経
・
鉄
眼
版
・
万
暦
版
各
本
文
の
全
漢
字
を
対
照
し
た
。
し
か
し
、
三
者
全
同
で
あ
っ

た
。

（
13
）
な
お
、
北
野
社
一
切
経
は
、『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
の
本
文
に
先
立
ち
、
巻

頭
に
河
東
裴
休
「
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅
了
義
經
略
疏
序
」
と
終
南
山
草
堂
寺
沙
門
宗
密
の

「
圓
覺
經
略
疏
序
」
と
を
書
写
し
て
い
る
。
思
渓
版
・
開
元
寺
版
・
磧
砂
版
は
、
両
序
が

存
す
る
。
し
か
し
、
東
禅
寺
版
・
普
寧
寺
版
・
高
麗
再
雕
版
に
、
こ
の
両
序
文
は
無
い
。

（
14
）
野
沢
佳
美
『
明
代
大
蔵
経
史
の
研
究
』（
一
九
九
八
年
、
汲
古
書
院
）、
同
『
印
刷
漢

文
大
蔵
経
の
歴
史 
―
中
国
・
高
麗
篇
―
』（
二
〇
一
五
年
、
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）、
参
照
。

（
15
）
野
沢
佳
美
『
明
代
大
蔵
経
史
の
研
究
』（
一
九
九
八
年
、
汲
古
書
院
）
159
頁
８
行
目
。

（
16
）
永
楽
南
蔵
御
所
蔵
の
快
友
寺
（
山
口
県
下
関
市
）
御
当
局
・
山
口
県
・
下
関
市
教
育

委
員
会
の
皆
様
、
お
よ
び
調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
上
杉
智
英
氏

と
新
田
優
氏
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
17
）帀
―
匝
、礙
―
㝵
の
相
違
と
、い
わ
ゆ
る
異
体
関
係
と
さ
れ
る
漢
字
の
異
同
も
存
す
る
。

（
18
）1-23/

タ/60

貴
（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00009370

）。

（
19
）
た
だ
し
、17.0918a01:

「
聲
出
於
外
」
の
「
於
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
「
于
」
と
す
る

な
ど
、
後
に
他
本
と
対
校
し
た
箇
所
が
存
す
る
。

【
付
】
大
報
恩
寺
外
の
北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）

　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
調
査
・
閲
覧
で
き
た
寺
外
北
野
社
一
切
経
を
記
す
。
所
蔵
館
の
次

に
、
千
字
文
・
経
名
・
巻
数
を
記
し
、
奥
書
が
存
す
る
場
合
は
、
そ
れ
も
記
し
た
（
た
だ
し
、

元
禄
の
補
修
記
は
省
略
し
た
）。

○
佼
成
図
書
館
（
原
本
調
査
に
依
る
）

013
辰
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
三
十
（『
佼
成
図
書
館
善
本
目
録
』
０
４
５
３
）

　
　

 

應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
卯
月
五
日　
　

本
願
主
覺
蔵
／
執
筆
備
中
州
遍
照
寺
之
衆
僧
宥

兼
〈
三
十
／
才
〉

075
火
『
大
宝
積
経
』
巻
第
二
十
六
（
同
目
録
０
８
４
５
）

　
　

 

一
校
了
／
應
永
十
九
年
卯
月
廿
日　

大
願
主
増
範
／
筆
者　

攝
州
崑
陽
寺
住
侶　

金
剛

佛
子　

圓
秀　

生
年
二
十
四

233
尺
『
顕
揚
聖
教
論
』
巻
第
八
（
同
目
録
１
０
９
６
）

　
　

 

奉
書
寫　

如
法
一
切
經
内　
　

本
願
主
覺
蔵
／
應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
五
月
二
十
日
於

落［
マ
マ
］陽

北
野
經
堂
日
本
／
第
一
雖
爲
悪
筆
且
爲
末
代
且
爲
書
寫
讀
功
所
禿
付
也　
　
　

執

筆
桑
門
秀
海
／
備
中
総
社
天
神
宮
住
呂［

マ
マ
］也

／
一
校
了

252
力
『
辯
中
辺
論
』
巻
第
一
（
同
目
録
１
０
９
５
）

　
　

 

于
時
應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
五
月
七
日　

書
寫
畢
／
一
校
畢　

江
州　

福
成
寺
住
僧　

　

快
尊
金
剛

283
若
『
仏
説
広
義
法
門
経
ほ
か
三
經
同
巻
』（
同
目
録
０
１
８
２
）

　
　

 

一
校
了
／
于
時
應
永
十
九
年
六
月
八
日
令
書
寫
訖
／
大
願
主
沙
門
覺
蔵
／
右
筆
攝
州
信

盛

498
封
『
大
方
広
菩
薩
蔵
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
巻
第
十
二
（
同
目
録
１
０
１
７
）

　
　
（
尾
欠
）

498
封
『
大
方
広
菩
薩
蔵
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』
巻
第
十
五
（
同
目
録
１
０
１
６
）

　
　

 

本
願
主
覺
蔵
／
應
永
十
九
年
七
月　

日
／
校
者　

河
州
観
心
寺
学
侶　

闍
梨
瀧
尊
〈
戒

／
三
十
一
〉
／
爲
四
恩
法
界
平
等
分
益
也
／
攝
州
崑
陽
寺　
　

政
尊

○
京
都
大
学
図
書
館
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
画
像
に
依
る
）

013 

辰
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
二
十
三

　
　

應
永
十
九
年
三
月
二
十
三
日　

備
中
州
遍
照
寺
住
僧
執
筆
宥
兼

013
辰
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
二
十
九

　
　

應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
卯
月
四
日　

備
中
州　

遍
照
寺　

住
僧
／
筆
者
宥
兼

150
大
『
薩
遮
尼
乾
子
受
記
経
』
巻
第
六

　
　

 

北
野
宮
一
切
經
勧
進
聖　

覺
蔵
坊
／
平
安
城
艮
北
岩
蔵
大
雲
寺
住
侶　
　
　

慶
賢
（
花

押
）
／
應
永
十
九
〈
壬
辰
〉
年　

五
月
三
日　

寫
之

200
羊
『
佛
地
經
・
佛
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
經
』

　
　
〈
壬
辰
／
五
月
／
二
日
〉
勢
州
金
剛
寺
實
照

202
行
『
十
二
頭
陀
經
・
樹
提
伽
經
・
長
壽
王
經
・
法
常
住
經
』

　
　

一
校
了

202
行
『
優
婆
夷
淨
行
法
門
經
』
巻
下

　
　

一
校
了

360
枝
『
阿
毘
達
磨
界
身
足
論
』
巻
下

　
　

 
大
願
主
覺
蔵
／
應
永
十
九
年
壬
辰
三
六
月
二
十
五
日　

河
内
國
大
庭
庄
内
長
福
寺
住
／

令
書
寫
畢　
　

筆
金
剛
佛
子
良
忠

406
爵
『
阿
毘
達
磨
藏
顯
宗
論
』
巻
第
十
七

　
　

 

應
永
十
九
年
八
月　

日
／
本
願
主
覺
蔵
／
校
者　

攝
州
崑
陽
寺
住　
　

了
慶
／
筆
者

〈
尾
州
〉　

什
賢
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○
愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
画
像
に
依
る
）

013
辰
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
二
十
四

　
　

 
備
中
州
遍
照
寺
衆
僧
執
筆
宥
兼
／
應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
三
月
二
十
四
日
於
北
野
令
書

寫
畢

147
身
『
縁
生
初
勝
分
法
本
經
』
巻
上

　
　
（
尾
欠
）

147
身
『
縁
生
初
勝
分
法
本
經
』
巻
下

　
　

一
校
畢

381
顚
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
一
百

　
　

 

文
亀
元
年
辛
酉
七
月
一
日
与
州
住
本
願
隆
圓
十
穀
／
轉
讀
貳
度
次
〈
云
〻
〉
不
足
書
續

畢
／
見
香　

昌
善　

道
静　

道
仙　

祐
本　

神
主
／
天
文
十
六
年
〈
丁
未
〉
六
月
五
日

令
拝
見
之
畢
住
本
寺
廣
蔵
坊
〈
生
年
／
四
十
〉

○
京
都
国
立
博
物
館
（
原
本
調
査
に
依
る
）

406
爵
『
佛
説
一
切
有
部
顕
宗
論
』
巻
第
十
五

　
　

 

應
永
十
九
年
八
月　

日
／
本
願
主
覺
蔵
／
校
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The Original Text of the Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall（北野経王堂一切経） （３）
─ About the Not Main Original Text（２） ─

Isamu Sasaki

Abstract: The Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall （北野経王堂一切経） were written 
in 1412. The purpose of this paper is to clarify those original texts.
The following points were mentioned in the previous paper and this paper.
　１． Most of the original text of Dai-Hannya-kyō （大般若経） is the Korai saichouhan （高

麗再雕版）.
　２．There are copy’s of Japanese editions in Dai-Hannya-kyō （大般若経）.
　３．There are also copy’s of the Banreki-ban （万暦版） in Dai-Hannya-kyō （大般若経）.
　４． Most of  the original  text of besides the Dai-Hannya-kyō （大般若経） is the Song-

dynasty Sixi Edition of the Buddhist Canon （宋版一切経思渓版）.
　５． It is possible that Daihōkō-Engaku-Syutara-Ryōgi-kyō （大方広円覚修多羅了義経） was 

a copy of a book published independently.
　６． When there was not the Song-dynasty Sixi Edition of the Buddhist Canon （宋版一切

経思渓版）, Kaiyuan temple Edition of  the Buddhist Canon （宋版一切経開元寺版） 
and Banreki-ban （万暦版）, etc. were used secondarily.

Key words:  the Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall,the Korai Edition of the Buddhist 
Canon, the Song-dynasty Sixi Edition of the Buddhist Canon, the Song-dynasty 
Kaiyuan temple Edition of the Buddhist Canon,Banreki-ban

キーワード： 北野経王堂一切経，高麗一切経再雕版，宋版一切経思渓版，宋版一切経開元寺版，万
暦版
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